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１．緒言
　ストレスを感じることの多い現代で健康に，そし
て充実した日常生活を送るためには，身体的のみな
らず精神的にも健康であることが重要となる．令和
4年度健康実態調査の結果1）では，「日常生活での悩
みやストレスの有無」について「ある」と回答した
人は調査対象者の約7割を占めていることが示され
ている．また，気分障害やストレス関連障害などを
含む「精神及び行動の障害」の入院・外来の総患者
数は令和2年度には約50万人であり，入院患者は減
少傾向にあるものの，外来患者は増加傾向にあるこ
とが厚生労働省2）により報告されている．
　ストレスは自律神経機能や内分泌機能，免疫機能
の異常を介して様々な疾患をもたらす3）ため，スト
レス状態の慢性化は心身ともに悪影響を及ぼす．し
かしながら，すべての人がストレスを慢性化させや

すいわけではない．宗像4）は，当面しているストレ
ス源をどのように捉えるかによって我々のストレス
状態は異なると述べている．
　ストレスに対する捉え方や認知的評価，コーピン
グがストレス反応表出に大きく関与していることを
説明しているのが Lazarus & Folkman5）による心理
学的ストレスモデルである．このモデルによると，
われわれはストレッサーを経験した時，一次的評
価でストレッサーとなるのかどうかを評価し，スト
レッサーとなる場合は二次的評価でどのようなコー
ピングを行えば良いのかを評価する．そして，コー
ピングに成功した場合はストレッサーとなる事態は
自分にとって無害となるが，コーピングに失敗し
た場合はストレス反応が生じる．心理学的ストレス
モデルの中の認知的評価やコーピングには個人の
性格特性が反映されており6），ストレスと関係して

ハーディネスとレジリエンスの交互作用が
ストレスに及ぼす影響

門利知美＊1,3　堀家弥姫＊2　田島誠＊3

要　　　約

　これまでのハーディネスおよびレジリエンス研究において，両者の交互作用について検討されたも
のは少ない．ハーディネスとレジリエンスはストレスプロセスの一連の流れの中で作用していること
から，両者の交互作用という関連性について明らかにすることは検討するべき課題である．本研究は，
ハーディネスとレジリエンスがそれぞれの相乗効果でストレスへ作用しているのか，またはそれぞれ
が独立しており個々にストレスへ作用しているのかについて明らかにすることを目的とした．ハー
ディネスとレジリエンスがストレッサー，ストレス反応，ストレスコーピングに及ぼす影響について
検討するために，ハーディネス得点とレジリエンス得点，両者の交互作用項を独立変数，ストレッサー，
ストレス反応，ストレスコーピングの各下位尺度得点を従属変数とした階層的重回帰分析を行った．
その結果，ハーディネスはレジリエンスの高低に関係なくストレッサーやストレス反応に，レジリエ
ンスはハーディネスの高低に関係なく一部のストレスコーピングに影響を与えていることが明らかと
なった．また，ストレス反応の「抑うつ・不安」ではハーディネスが低い場合に，ストレスコーピン
グの「認知的再解釈」ではハーディネスが高い場合にレジリエンスが影響を与えていることが明らか
となり，ハーディネスとレジリエンスはストレスに対して相互に作用していることが示唆された．
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いる個人の性格特性の中のひとつとして「ハーディ
ネス（hardiness）」が挙げられる．ハーディネスと
は，「高ストレス下で健康を保つ人々が持っている
性格特性」と定義されており7），「コミットメント
（commitment）」，「コントロール（control）」，「チャ
レンジ（challenge）」の3要素から構成されている．
コミットメントとは「自分が誰であり，何をしてい
るのかについての信念であり，自分自身や仕事や家
族，対人関係，社会組織などの人生の様々な状況に
対して自分を十分に関わらせている傾向」，コント
ロールとは「個人が出来事の推移に対してある一定
の範囲内で影響を及ぼすことができると信じ，かつ
そのように行動する傾向」，そしてチャレンジとは
「毎日の生活において安定性よりもむしろ変化が人
生の標準であるという信念に基づいている」とされ
ている8）．これまでのハーディネス研究では，ハー
ディネスが高い者は，ストレッサーの認知・経験が
少なく，ストレス反応が低いこと9-12）が明らかにさ
れており，逆にハーディネスが低い者はストレス反
応が高いこと9,10）が示されている．
　ストレッサーをストレスフルと認知しにくい性格
特性であるハーディネスと併せて考えたいのがスト
レスによるダメージを受けてもそれをはね返して立
ち直ろうとするポジティブな力を意味する「レジリ
エンス（resilience）」である．レジリエンスとは，
Masten et al.13）によると，「困難で脅威的な状況に
もかかわらず，うまく適応する過程，能力，あるい
は結果」と定義されている．これまでのレジリエン
ス研究では，レジリエンスには心理的ストレス反応
を低減させる効果があること14）や，レジリエンスが
高い人は痛みやストレスが少ないこと15），レジリエ
ンスは幸福感に正の影響を及ぼすこと16）などについ
て明らかにされている．
　「ハーディネスは潜在的ストレッサーをストレッ
サーと主観的に認知し難いのに対し，レジリエンス
は，ストレッサーの影響を受けるが，コーピングに
よってストレス反応を低減する」ことが報告されて
いる17）．ハーディネスはストレッサーをストレスと
感じにくい力と考えられ，レジリエンスについては
受けたストレスからの回復力を指し，小塩ら18）によ
り「精神的回復力」とも呼ばれている．これらはス
トレッサーを経験してから精神的に回復するまでの
一連の流れの中で作用している．
　ハーディネスとレジリエンスの先行研究では，そ
れぞれ別々に分析されることがほとんどであり，両
者の交互作用については触れられていない．高い
ハーディネスとレジリエンスが身についていれば，
ストレッサーの認知や経験が少なくストレス反応は

低いことが予想されるが，例えストレッサーの影響
を受けたとしても精神的に回復できることが期待で
きる．しかしながら，高いハーディネスは身につい
ているがレジリエンスは低い人や，レジリエンスは
高いがハーディネスは低い人もいることが予想され
る．そこで本研究では，両者の交互作用について注
目した．ハーディネスとレジリエンスの関係性につ
いてはさまざまな報告がある．Khan & Batool19）は
レジリエンスがハーディネスと wellbeing の間で媒
介要因となることを報告している．中島ら20）はハー
ディネスについて，「レジリエンスと呼ばれるスト
レス対処法を支える姿勢，スキルを指す概念である」
こと，また，枝廣21）はハーディネスとは「レジリエ
ンスを高める姿勢・心持ちのパターン」であると述
べている．これらの報告からはハーディネスとレジ
リエンスが影響し合っていると理解することができ
る．そのため，高いハーディネスは身についている
がレジリエンスは低い場合，レジリエンスは高いが
ハーディネスは低い場合について，一方が低くても
一方が高ければその高い方が特にストレス反応に対
して緩衝効果となり得る影響を与えているのではな
いかと仮説を立てた．しかしながら，ハーディネス
は強いストレスをはね返す力，レジリエンスはスト
レスの影響を受けた後に元に戻る（回復する）力で
あることから，両者は違う概念として捉えられても
いる22,23）．さらに，寺田と永岑17）はハーディネスと
レジリエンスの関係について，「レジリエンスがハー
ディネスを含むという考え方と別々の概念であると
いう考え方がある」ことを指摘しており，両者はス
トレスプロセスに対して異なる影響を示したことを
明らかにしている．以上のように，ハーディネスと
レジリエンスがストレスに与える影響や両者のスト
レス状況下における位置づけにはさまざまな報告が
あるが，一貫した結果が得られていないため，両者
の交互作用という関係性について明らかにすること
は検討するべき課題である．
　また，本研究では大学生を対象とした．大学生は
思春期青年期の課題に直面する時期であり，大学入
学に際しての環境変化や卒業後の職業選択も迫って
くる中で不適応を起こし，その結果，欠席や休学な
ど修学状況への影響も大きくなることが指摘されて
いる24）．さらに，青年期後期に位置づけられる大学
生の時期は，身体健康面では比較的問題の少ない時
期であるが，精神的健康面ではうつや引きこもりな
どさまざまな問題が起こりやすい時期と考えられて
いる25）．青年期の心理的ストレスに対するハーディ
ネスとレジリエンスの影響について検討すること
は，心理的健康面での不安や不調のある学生へのサ
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ポートの資料になり得ると考えるため，本研究では
大学生へ焦点を当てている．
　ハーディネスとレジリエンスによってメンタルヘ
ルスの変化を予測することができると述べられてい
る26）ことからも，メンタルヘルスが良好であるため
にはハーディネスとレジリエンスの状態が非常に重
要な役割を担っていることが予想される．本研究で
は，ハーディネスとレジリエンスの交互作用につい
て検討することにより，それぞれの相乗効果でスト
レスへ作用しているのか，またはそれぞれが独立し
ており個々にストレスへ作用しているのかについて
明らかにすることを目的とした．

２．方法
２．１　対象者
　大学学部生736名を調査対象とした．有効回答数
は523名（男性105名，女性418名，平均年齢18.4±0.7
歳）であった．
２．２　調査内容
２．２．１　フェイスシート
　性別，年齢について回答を求めた．
２．２．２　ハーディネス
　大学生のハーディネスを測定するために，田中と
桜井11）による大学生用ハーディネス尺度を用いた．
「コミットメント」6項目，「コントロール」6項目，
「チャレンジ」6項目の3つの下位尺度から構成され
ている．各項目について，「全くあてはまらない」1
点から「非常にあてはまる」4点までの4件法で回答
を求めた．
２．２．３　レジリエンス
　大学生のレジリエンスを測定するために佐藤と祐
宗27）によるS-H式レジリエンス検査を用いた．「ソー
シャルサポート」12項目，「自己効力感」10項目，「社
会性」5項目の3つの下位尺度から構成されている．
各項目について，「全くそうではない」1点から「全
くそうである」5点までの5件法で回答を求めた．
２．２．４　ストレッサーに対する認知的評定
　一般的な大学生が日常的に経験することが多い日
常いらだち事について，いらだち事を経験した場合
はどの程度気になることであったのかを測定するた
めに，嶋28）による大学生用日常生活ストレッサー尺
度を用いた．「実存的（自己）ストレッサー」8項目，「対
人ストレッサー」8項目，「大学・学業ストレッサー」
8項目，「物理・身体的ストレッサー」8項目の4つの
下位尺度から構成されている．各項目について，「経
験しない・感じない」0点から「とても気になった」
4点までの5件法で回答を求めた．

２．２．５　ストレス反応
　ストレス過程で引き起こされる主要な心理的スト
レス反応を測定するために，鈴木ら29）による Stress 
Response Scale-18（SRS-18）を用いた．「抑うつ・
不安」6項目，「不機嫌・怒り」6項目，「無気力」6
項目の3つの下位尺度から構成されている．各項目
について，「全くちがう」0点から「その通りだ」3
点までの4件法で回答を求めた．
２．２．６　ストレスコーピング
　嫌な出来事，困った出来事に直面したとき，日常 
一般的にどのように行動したり考えたりしているの 
かを測定するために，佐々木と山崎30）によるストレ 
ス・コーピング尺度（General Coping Questionnaire：
GCQ）特性版を用いた．「感情表出」8項目，「情緒
的サポート希求」8項目，「認知的再解釈」8項目，「問
題解決」8項目の4つの下位尺度から構成されている．
各項目について，「まったく行わない」1点から「い
つも行う」5点までの5件法で回答を求めた．
２．３　調査時期・手続き
　調査は2019年4月～10月の間に筆頭著者が受け持
つ授業終了後の時間を利用した．上記6種類の質問
紙を配布し，集団形式で実施した．
２．４　統計分析
　各検定の有意水準は5％未満とし，10％未満を有
意傾向とした．統計分析は統計解析ソフト HAD 
ver1831）を用いた．

３．結果
　本研究の対象者は男女のばらつきが生じていたた
め，各尺度について t 検定を行い男女差がないこと
を確認した上で以後の分析に進んだ．
３．１　使用尺度の記述統計量
　本研究では、ハーディネスとレジリエンスは合計
得点，大学生用日常生活ストレッサー尺度，SRS-
18，GCQは各下位尺度を用いて分析をした。各尺度
の平均値，標準偏差，信頼性係数を表1に示した．
３．２　�ハーディネスおよびレジリエンスとストレッ

サー，ストレス反応，ストレスコーピングの
相関係数

　ハーディネスとレジリエンス，大学生用日常生活
ストレッサー尺度，SRS-18，GCQ の各下位尺度間
の関係性について検討するために，相関分析を行っ
た．その結果を表2に示した．各尺度間の相関係数
を算出した結果，ハーディネスはすべての尺度と有
意な相関がみられ，レジリエンス，情緒的サポート
希求，認知的再解釈，問題解決の間に有意な正の相
関，その他の尺度の間に有意な負の相関がみられた．
レジリエンスは情緒的サポート希求，認知的再解釈，
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問題解決の間に有意な正の相関，大学生用日常生活
ストレッサー尺度および SRS-18の各下位尺度の間
に有意な負の相関がみられた．
３．３　�ハーディネスおよびレジリエンスがストレッ

サー，ストレス反応，ストレスコーピングに
及ぼす影響

　次に，ハーディネスとレジリエンスがストレッ
サー，ストレス反応，ストレスコーピングに及ぼす
影響について検討するために，ハーディネスとレ
ジリエンスの合計得点と両者の交互作用項を独立
変数，大学生用日常生活ストレッサー尺度，SRS-
18，GCQの各下位得点を従属変数とした階層的重回

帰分析を行った．Step1にハーディネス，Step2に
ハーディネスとレジリエンス，Step3にハーディネ
スとレジリエンスの交互作用項を投入した．その結
果を表3～5に示した．
　大学生用日常生活ストレッサー尺度の実存的（自
己）ストレッサーを従属変数としたとき，Step1，
Step2，Step3においてハーディネスの主効果が有意
であった（順に β=-.38，p<.01；β=-.39，p<.01；β= 
-.39，p<.01）．対人ストレッサーを従属変数とした
とき，Step1，Step2，Step3においてハーディネス
の主効果が有意であった（順に β=-.26，p<.01；β= 
-.28，p<.01；β=-.29，p<.01）．大学・学業ストレッ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mean SD α

ハーディネス 49.74 7.15 .78

レジリエンス 104.50 15.20 .93

ストレッサー

　実存的 (自己) ストレッサー 16.55 7.17 .86

　対人ストレッサー 15.52 7.68 .87

　大学・学業ストレッサー 16.48 5.81 .78

　物理・身体的ストレッサー 14.82 6.35 .78

ストレス反応

　抑うつ・不安 5.62 4.90 .88

　不機嫌・怒り 4.20 4.50 .89

　無気力 6.42 4.88 .86

ストレスコーピング

　感情表出 20.97 6.54 .89

　情緒的サポート希求 25.18 6.29 .86

　認知的再解釈 24.55 6.59 .91

　問題解決 26.14 5.12 .83

表１　使用尺度の記述統計量

表２　相関分析の結果

 

  

  

  

  

  

  

  

Note.  **p<.01，*p<.05 

  1. ハーディネス

  2. レジリエンス .66 **

  3. 実存的 (自己) ストレッサー    -.38 **   -.24 **

  4. 対人ストレッサー    -.26 **   -.15 ** .70 **

  5. 大学・学業ストレッサー    -.23 **   -.12 ** .66 ** .56 **

  6. 物理・身体的ストレッサー    -.20 **   -.10 * .63 ** .62 ** .63 **

  7. 抑うつ・不安    -.40 **   -.32 ** .62 ** .52 ** .43 ** .47 **

  8. 不機嫌・怒り    -.29 **   -.20 ** .47 ** .53 ** .42 ** .43 ** .71 **

  9. 無気力    -.49 **   -.37 ** .66 ** .47 ** .49 ** .41 ** .77 ** .61 **

10. 感情表出    -.10 *   -.05 .12 ** .14 ** .15 ** .16 ** .10 * .17 ** .09 *

11. 情緒的サポート希求 .14 ** .15 ** .05 .03 .09 .06 .06 .07 ** .01 .36 **

12. 認知的再解釈 .12 ** .18 **   -.00 .02 .00 .02    -.01 .01    -.04 .05 .46 **

13. 問題解決 .18 ** .22 ** .02 .04 .04 .06    -.02 .02    -.02    -.03 .42 ** .71 **

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

13

‒

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6
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 Note. 表中の数値は標準化偏回帰係数を表す． 
**p<.01 

ハーディネス -.38 ** -.39 ** -.39 **       -.26 **      -.28 **      -.29 **      -.23 **      -.27 **      -.28 **      -.20 **      -.24 **      -.24 **

レジリエンス .01 .02 .04 .05 .06 .07 .07 .08

ハーディネス×レジリエンス .06 .05 .04 .05

R
2  .15 ** .15 ** .15 ** .07 ** .07 ** .07 ** .06 ** .06 ** .06 ** .04 ** .04 ** .04 **

ΔR
2 .00 .00 .00 .00 .00 .00 .00 .00

物理・身体的ストレッサー

Step3Step1 Step2

実存的 (自己) ストレッサー 対人ストレッサー 大学・学業ストレッサー

Step1 Step2 Step3 Step1 Step2 Step3 Step1 Step2 Step3

 

  

  

  

  

  
Note. 表中の数値は標準化偏回帰係数を表す． 

**p<.01，*p<.05 

ハーディネス       -.40 **      -.32 **      -.33 **      -.28 **      -.27 **      -.28 **      -.49 **      -.43 **      -.43 **

レジリエンス       -.11 *      -.08       -.02       -.00       -.09       -.07

ハーディネス×レジリエンス .10 * .08         .07

R
2 .16 ** .17 ** .17 ** .08 ** .08 ** .09 ** .24 ** .24 ** .24 **

ΔR
2 .01 * .01 * .00 .01 .01 .01

Step1 Step2 Step3

抑うつ・不安 不機嫌・怒り 無気力

Step1 Step2 Step3 Step1 Step2 Step3

  

   

Note. 表中の数値は標準化偏回帰係数を表す． 
**p<.01，*p<.05 

ハーディネス       -.10 *      -.12 *      -.12 * .14 ** .07 .06 .12 ** .01       -.00 .18 ** .07 .06

レジリエンス .03 .03 .11 .11 .17 ** .20 ** .18 ** .20 **

ハーディネス×レジリエンス .00 .03 .09 * .07

R
2 .01 *  .01 .01 .02 ** .03 ** .03 ** .02 ** .03 ** .04 ** .03 ** .05 ** .06 **

ΔR
2  .00  .00 .01  .00 .02 ** .01 * .02 ** .01

感情表出 情緒的サポート希求 認知的再解釈 問題解決

Step1 Step2 Step3 Step1 Step2 Step3Step1 Step2 Step3 Step1 Step2 Step3

表３　ストレッサーの下位尺度を従属変数とした階層的重回帰分析の結果

表４　ストレス反応の下位尺度を従属変数とした階層的重回帰分析の結果

表５　ストレスコーピングの下位尺度を従属変数とした階層的重回帰分析の結果

サーを従属変数としたとき，Step1，Step2，Step3
においてハーディネスの主効果が有意であった（順
に β=-.23，p<.01，β=-.27，p<.01；β=-.28，p<.01）．
物理・身体的ストレッサーを従属変数としたとき，
Step1，Step2，Step3においてハーディネスの主効
果が有意であった（順に β=-.20，p<.01；β=-.24，
p<.01；β=-.24，p<.01）．
　SRS-18の抑うつ・不安を従属変数としたとき，
Step1，Step2，Step3においてハーディネスの主効
果（ 順 に β=-.40，p<.01；β=-.32，p<.01；β=-.33，
p<.01），Step2ではレジリエンスの主効果（β=-.11，
p<.05）が有意であった．また，Step3ではハーディ
ネスとレジリエンスの交互作用項（β=.10，p<.05）

が有意であり，Step2から Step3への決定係数の増
分も有意であった（ΔR2=.01，p<.05）．不機嫌・怒
りを従属変数としたとき，Step1，Step2，Step3に
おいてハーディネスの主効果が有意であった（順に
β=-.28，p<.01，β=-.27，p<.01；β=-.28，p<.01）． 無
気力を従属変数としたとき，Step1，Step2，Step3
においてハーディネスの主効果が有意であった（順
に β=-.49，p<.01，β=-.43，p<.01；β=-.43，p<.01）．
　GCQ の感情表出を従属変数としたとき，Step1，
Step2，Step3においてハーディネスの主効果が有
意であった（順に β=-.10，p<.05；β=-.12，p<.05；
β=-.12，p<.05）．情緒的サポート希求を従属変数と
したとき，Step1においてハーディネス（β=.14，
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p<.01）の主効果が有意であった．認知的再解釈を
従属変数としたとき，Step1ではハーディネスの主
効果（β=.12，p<.01），Step2ではレジリエンスの主
効果（β=.17，p<.01）が有意であった．Step3では
レジリエンスの主効果（β=.20，p<.01）とハーディ
ネスとレジリエンスの交互作用項（β=.09，p<.05）
が有意であり，Step2から Step3への決定係数の増
分も有意であった（ΔR2=.01，p<.05）．問題解決を
従属変数としたとき，Step1ではハーディネスの主
効果（β=.18，p<.01），Step2，Step3ではレジリエ
ンスの主効果（順に β=.18，p<.01；β=.20，p<.01）
が有意であった．
　SRS-18の抑うつ・不安および GCQ の認知的再解
釈を従属変数としたとき，ハーディネスとレジリエ
ンスの交互作用項が有意であることが認められたた
め，交互作用について単純傾斜分析を行った．その

結果を図1および図2に示した．抑うつ・不安におい
ては，ハーディネスが低い場合（M-1SD）にレジリ
エンスと抑うつ・不安に有意な負の関連が示された
（β=-.16，p<.01）．認知的再解釈においては，ハーディ
ネスが高い場合（M+1SD）にレジリエンスと認知
的再解釈に有意な正の関連が認められた（β=.27，
p<.01）．

４．考察
　本研究では，ハーディネスとレジリエンスの交互
作用について検討することにより，それぞれの相乗
効果でストレスへ作用しているのか，またはそれぞ
れが独立しており個々にストレスへ作用しているの
かについて明らかにすることを目的とした．
　ハーディネスとレジリエンス，大学生用日常生活
ストレッサー尺度，SRS-18，GCQ の各下位尺度間

抑
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0

2

4

6

8

10

-1SD +1SD

ハーディネス_-1SD

ハーディネス_+1SD

図１　抑うつ・不安におけるハーディネスとレジリエンスの交互作用の効果

図２　認知的再解釈におけるハーディネスとレジリエンスの交互作用の効果

Note. エラーバーは標準誤差を示す．

Note. エラーバーは標準誤差を示す．
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の関係について，ハーディネスとレジリエンス，情
動的サポート希求，認知的再解釈，問題解決は有意
な正の相関を，大学生用日常生活ストレッサー尺度
と SRS-18の各下位尺度，感情表出は有意な負の相
関を示した．この結果より，ハーディネスが高い人
はレジリエンス，情動的サポート希求，認知的再解
釈，問題解決が高く，ストレッサー，ストレス反応，
感情表出が低いことが示された．また，大学生用日
常生活ストレッサー尺度と SRS-18のすべての下位
尺度，GCQ の感情表出においては階層的重回帰分
析の Step1，Step2および Step3でハーディネスの
標準回帰係数が有意であったことから，高いハー
ディネスはストレッサーに対する認知的評定やスト
レス反応，感情表出を抑制することが示された．大
学生アスリートを対象とした調査では，ハーディネ
スは感情調節に影響を及ぼすことが報告されてい
る32）．本研究の対象者は一般大学生であり，アスリー
トではないが先行研究と同様に，高いハーディネス
によって感情調節がなされ，感情表出を抑制するこ
とが考えられる．また，Cole et al.33）は，ハーディ
ネスはポジティブな感情と正の関係，ネガティブな
感情と負の関係にあることを報告していることから
も，高いハーディネスはネガティブな感情を抑制す
ることが予想される．
　レジリエンスは情動的サポート希求，認知的再解
釈，問題解決と有意な正の相関を，大学生用日常生
活ストレッサー尺度，SRS-18の各下位尺度，感情
表出と有意な負の相関を示した．この結果より，レ
ジリエンスが高い人はハーディネス，情動的サポー
ト希求，認知的再解釈，問題解決が高く，ストレッ
サー，ストレス反応，感情表出が低いことが示され
た．また，GCQ の認知的再解釈と問題解決におい
ては階層的重回帰分析の Step2と Step3でレジリエ
ンスの標準回帰係数が有意であったことから，高い
レジリエンスは認知的再解釈と問題解決を促進する
ことが示された．先行研究では，レジリエンスはコー
ピングを誘発すること34）や，レジリエンスと問題焦
点型コーピングは正の相関関係があることが報告さ
れていること35）から，本研究においてもレジリエン
スがコーピングを促進することが示されたと考え
る．しかしながら，ポジティブな感情がストレスコー
ピングを介してレジリエンスを向上させること36）も
報告されており，メカニズムについて一貫した結果
は得られていない．
　ハーディネスとレジリエンスの関係性について，
相関分析において中程度の正の相関係数を示した．
ハーディネスとレジリエンスが心理的ストレスプロ
セスに与える影響については階層的重回帰分析の結

果から，ハーディネスはレジリエンスの高低に関係
なくストレッサーやストレス反応に，レジリエンス
はハーディネスの高低に関係なく一部のストレス
コーピングに影響を与えることが明らかとなった．
このことから，ハーディネスは心理学的ストレスモ
デルのストレッサーを経験してからストレス反応ま
で，レジリエンスはストレス反応後のストレスコー
ピングに影響を与えていることが考えられる．
　しかしながら，単純傾斜分析の結果，抑うつ・不
安ではハーディネスが低い場合にレジリエンスが影
響を与えていることが明らかとなった．レジリエン
スが高いとストレス反応は低く，レジリエンスの程
度がストレス反応の強度を規定する要因となるこ
とが報告されている14）ことからも，抑うつや不安と
いったストレス反応に対してレジリエンスの抑制効
果がみられたことが考えられる．また，原ら37）は抑
うつ・不安得点とレジリエンス得点の間に有意な負
の相関が認められたことを報告している．さらに，
山下ら14）は高いレジリエンスは心理的ストレス反応
を低減させることを報告している．ハーディネスが
低いとストレス反応が高いことが報告されている
が9,10），レジリエンスについては検討されていない．
ハーディネスとレジリエンスの関係性から考察する
と，ハーディネスが低くてもレジリエンスが高いと
ハーディネスの低さを補い，抑うつや不安を抑制あ
るいは低減させることが考えられる．
　認知的再解釈では，ハーディネスが高い場合にレ
ジリエンスが影響を与えていた．寺田と永岑17）は，
問題解決型コーピングや気そらし型コーピング（「望
ましくない面の認知的処理を停止する回避的思考，
情動の調整のために忘れることに従事する気晴ら
し」）を選択する人はハーディネスが高い人かレジ
リエンスが高い人であると述べている．本研究で使
用した GCQ の作成者である佐々木と山崎30）による
と，認知的再解釈は「それを良い方へ考え直したり，
自分にとってプラスになることを探そうとする」こ
とを指す．認知的再解釈は「気そらし型コーピング」
に意味づけが類似しており，ハーディネスが高いと
よりレジリエンスの力が発揮され，認知を切り替え
る，気晴らしをするといったコーピングの選択に繋
がることが明らかとなった．
　本研究の対象者は一般大学生であった．一宮ら38）

は，大学生の就学状況にはメンタルヘルスが深くか
かわっており，大学での順調な就学が損なわれた場
合は休学や留年，退学へ帰結すること，そして，
休・退学者の割合は急激に増加していることを指摘
している．さらに，抑うつや不安といったメンタル
ヘルスの問題が快適な大学生活を妨げている傾向が
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あることが報告されている39）．大学生活を充実させ，
社会に出てからも心身ともに健康を保つためにも大
学生のうちにハーディネスやレジリエンスといった
ストレスに関する特性を高めておくことが必要とな
る．レジリエンスは誰もが保持し高めることができ
ること40）や，「レジリエンスは生涯を通じて，発達
段階において経験される課題や出来事を介して上昇
していく可能性がある」ことが報告されており41），
学校生活や社会の中でレジリエンスが鍛えられてい
くことが予想される．一方，ハーディネスは「性格
特性」であると定義されているが，「ハーディネス
トレーニング」としてさまざまなトレーニングが実

施されている．例えば，ストレスに対する理解を深
める，身体感覚を探求する，現在の状況を受け入れ
るといったトレーニングを実施することにより心身
の状態が改善することが明らかにされている42）．
　本研究の結果から，ハーディネスとレジリエンス
は相互に作用していることが示唆された．ハーディ
ネスが低くてもレジリエンスが高ければ抑うつ反応
や不安反応の表出は抑制される可能性はあるが，
ハーディネスやレジリエンスをともに高めておき，
自らの力で心身のメンテナンスをしていくことが望
まれる．

倫理的配慮
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Abstract

　Few previous studies on hardiness and resilience have examined the interaction between them. Hardiness and 
resilience operate within a chain of stress processes. Therefore, the interactional relationship between the two should 
be clarified. Thus, the present study examined whether hardiness and resilience affect stress while influencing each 
other, or whether they act independently and affect stress individually. To examine the effects of hardiness and 
resilience on stressors, stress response, and stress coping, we used the hardiness and resilience scores, as well as 
their interaction as the independent variables. Additionally, the stressor, stress response, and stress coping subscale 
scores were used to perform hierarchical multiple regression analysis. As a result, it was clarified that hardiness 
affects the stressors and stress response regardless of the resilience level, and resilience affects stress coping 
regardless of the level of hardiness. In addition, it is clear that resilience has an influence on the stress response 

“Depression-Anxiety” when hardiness is low, and on the stress coping “Cognitive reinterpretation” when hardiness 
is high, suggesting that hardiness and resilience interact with each other in response to stress.
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